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宮地小3年生による昭和15年頃の農民道場再現（肥桶で農民道場へ）
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農民道場の跡 みのカッパを着ての草取り 竹やり訓練
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百万円以下は四捨五入

総額
109.9億円

一般会計
70.5億円

国民健康
保険

20.8億円

南北簡易水道
1.4億円

後期高齢者医療
1.9億円

農業集落排水
3.6億円

公共下水
7.1億円 温泉

2.8億円

総額
108.1億円

一般
会
計　
72.6億円

特別
会

計 

37.3
億
円

一般会計
72.6億円

国民健康保険
20.7億円

南北簡易水道
1.4億円

後期高齢者医療
2.0億円

農業集落排水
3.6億円

温泉
2.7億円

公共下水
6.9億円

一般
会
計　
70.5億円

特別
会

計　

37.6
億
円

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１第１回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例定例会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会 3月7日

▼

3月２９日

総額　109億9千万円（前年当初比１.７％増）
百万円以下は四捨五入　

一般会計　７２億６千万円（前年当初比３％増）
特別会計　３７億３千万円（　　 〝　　 １％減）

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ののののののののののののののののののののの内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内今定例会の内容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容
◎　町長の２３年度予算提案の説明
　　　本年度の主な施策
　　　　子育て・障がい者・高齢者支援対策事業
　　　　観光交流事業
　　　　下水道整備事業

◎　副町長に前総括部長、牛嶋勝一氏を選任同意
◎　人権擁護委員候補者の推薦
　　　再任　谷口義廣さん（片山）
　　　新任　清水敬子さん（粕ヶ原）

◎　２２年度補正予算の審議・可決
◎　２３年度予算の審議・可決
◎　条例の改正・制定、各１件
◎　町道の路線変更・認定
◎　２３年度議会人事
 議　　　長 岩　谷　真　海
 副　議　長 竹　中　芳　弘
 監 査 委 員 松　岡　正　彦
 総務建設産業委員長 遠　藤　和　雄
 民生文教委員長 松　岡　雅　子
 議会運営委員長 牧　村　　　隆
 議会広報編集委員長 野　網　義　一

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年平成 ２３ 年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算可可可可可可可可可可可可可可可可可可可可可決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決予算可決

平成２３年度当初予算

平成２２年度当初予算
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町
民
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
健
勝
に
お

過
し
の
事
と
拝
察
致
し
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
３
月　

日
、
東
日
本
大
震
災
、
大
津

１１

波
、
原
子
力
発
電
所
事
故
と
三
つ
が
重
複
す

る
大
災
害
が
発
生
致
し
ま
し
た
。
そ
の
被
災

者
、
被
災
地
の
方
々
に
は
、
謹
ん
で
ご
冥
福

と
御
見
舞
い
を
申
し
上
げ
、
一
日
も
早
い
復

興
と
平
常
の
生
活
に
も
ど
れ
ま
す
事
、
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
様
な
中
、
３
月
町
議
会
に
お
い
て
、

正
副
議
長
の
重
責
を
担
う
事
と
な
り
ま
し
た
。

浅
学
非
才
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の

ご
支
援
を
頂
き
、そ
の
職
を
務
め
た
く
存
じ
ま

す
の
で
ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
は
、
災
害
に
強
い
、
安
全
、

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
自
主
防
災
組

織
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
充
に
努
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
事
業
と
し
て
、
障
が
い
児
タ
イ
ム

ケ
ア
事
業
の
定
着
化
。
道
の
駅
開
駅
式
。
町

民
、
議
会
、
行
政
が
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を

す
る
為
の
自
治
基
本
条
例
の
制
定
。　

年
度

２４

校
舎
改
築
予
定
の
八
幡
小
学
校
の
実
施
設
計
。

ぎ
ふ
清
流
国
体
に
向
け
て
の
施
設
整
備
と
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
の
実
施
等
を
進
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

町
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
指
導
の
程
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

議長・副議長就任あいさつ

副議長　竹中芳弘 議長　岩谷真海

今年度注目の施策
・コミュニティバス運行委託業務
　（マイクロバス１台購入　計３台）

５,４７３万円
・住宅用太陽光発電システムの設置補助金

１２０万円
・不妊治療費の助成

８０万円
・地域医療拠点施設、最先端機導入負担金
　（揖斐病院のＸ線診断機器　ＭＲＩ以上の物）

１,０００万円
・国体推進費（１１月、リハーサル大会）

４,４４７万円
・道の駅事業費（７月２４日道の駅オープン）

１億９,９８０万円
・八幡小学校校舎改築実施設計委託料

４,８６５万円
・２４時間対応の定期巡回・随時対応サービス事業費

１,８８０万円
・病児・病後児保育事業

５４１万円
・障がい者タイムケア事業

３９３万円

（単位：百万円）

構成比対昨年比本年度細　目区　　分

３８.１％△９.１％１,０１０個 人 分

１．町　民　税 ４.７％３７.９％１２５法 人 分

４２.８％△５.５％１,１３５計

１８.３％０.１％４８６土　　地

２．固定資産税
２３.７％３.４％６２９家　　屋

９.９％△１.８％２６１償却資産

５１.９％１.２％１,３７６計

１.９％１.９％５０３．軽 自 動 車 税

３.４％７.５％９１４．町 た ば こ 税

０.０％△１４.７％１５．鉱 産 税

１００.０％△１.６％２,６５２計

平成２３年度　町税収入（当初予算）総括表
池　田　町

監
査
委
員
選
任
同
意

松岡正彦
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◆
総
務
建
設
産
業
委
員
会
◆

問　

町
道
片
山　

号
線（
道
の
駅

４６

内
）の
一
部
県
道
に
な
る
が
、

県
道
と
町
道
の
区
分
根
拠
は
。

答　

道
の
駅
の
関
連
も
あ
り
県

と
協
議
す
る
な
か
路
線
変
更

と
し
た
が
、
今
後
、
県
道
昇

格
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

問　

池
野　

号
線（
北
池
野
駅

８７

の
線
路
東
駐
車
場
）は
、な
ぜ

路
線
認
定
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
。

答　

路
線
認
定
さ
れ
る
先
に
町

の
土
地
が
あ
り
、
道
路
新
設

も
含
め
駐
車
場
を
整
備
す
る

た
め
。
養
老
鉄
道
の
側
道
と

し
て
の
延
長
は
今
後
考
え
て

い
く
。

問　

事
業
補
助
金
の
減
額
が
多

項
目
に
わ
た
る
。
継
続
事
業

の
場
合
、
年
度
内
で
の
事
業

拡
大
は
出
来
な
い
か
。

答　

例
え
ば
地
籍
調
査
は
、
年

間
計
画
の
な
か
で
、
事
業
区

域
設
定
や
作
業
内
容
を
計

画
・
実
施
し
た
後
の
実
績
確

定
で
の
返
金
で
あ
り
、
次
の

区
域
へ
の
事
業
拡
大
は
制
度

的
に
困
難
。

問　

今
冬
は
大
雪
と
な
っ
た
が
、

除
雪
の
方
法
は
。

答　

除
雪
基
準
で
通
勤
な
ど
要

望
の
大
き
い
幹
線
道
路
か
ら

行
い
、
そ
の
後
地
域
へ
入
っ

て
行
く
の
で
、
時
間
の
差
が

出
て
く
る
。

問　

下
水
道
工
事
の
際
、
ガ
ー

ド
マ
ン
が
い
な
い
場
合
が
見

受
け
ら
れ
た
。

答　

基
本
的
に
は
ガ
ー
ド
マ
ン

を
配
置
す
る
べ
き
で
あ
り
、

安
全
確
保
の
た
め
に
も
必
要

な
の
で
業
者
を
指
導
す
る
。

問　

水
道
料
金
の
滞
納
者
対
策
は
。

答　

昨
年
か
ら
収
納
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
り
進
め

て
き
た
。
今
後
は
、
悪
質
な

場
合
に
は
給
水
停
止
も
含
め

滞
納
整
理
に
努
め
る
。

問　

道
の
駅
の
開
駅
式
と
駅
長

業
務
の
内
容
は
。

答　

式
典
内
容
は
、
歌
謡
シ
ョ
ー

や
餅
ま
き
等
各
種
イ
ベ
ン
ト

を
計
画
し
て
い
る
。
駅
長
は

公
募
し
決
定
す
る
。
業
務
は
、

日
常
管
理
業
務
、
イ
ベ
ン
ト

調
整
、
テ
ナ
ン
ト
の
と
り
ま

と
め
、
事
務
連
絡
調
整
な
ど
。

問　

道
の
駅
オ
ー
プ
ン
に
合
わ

せ
て
、
特
産
品
の
開
発
の
た

め
、
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
を
実

施
し
て
は
。

答　

岐
阜
農
林
高
校
と
特
産
品

開
発
の
協
定
を
結
ん
で
い
る

が
、
農
産
物
生
産
者
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
Ｊ
Ａ
等
各
種
団
体
と
連

携
し
町
と
し
て
も
積
極
的
に

関
わ
っ
て
い
き
た
い
。

問　

固
定
資
産
税
地
図
シ
ス
テ

ム
、
地
積
調
査
図
面
、
農
地

図
面
な
ど
の
地
図
デ
ー
タ
の

一
元
化
は
で
き
な
い
か
。

答　

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
別
に
作

成
さ
れ
て
い
る
が
、
関
連
の

あ
る
も
の
は
相
互
利
用
し
て

い
る
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の

購
入
時
期
と
そ
の
後
の
展
開

は
。

答　

８
月
頃
ま
で
に
導
入
し
、

温
泉
バ
ス
の
巡
回
コ
ー
ス
を

基
本
と
し
て
、
病
院
や
公
共

施
設
等
を
回
れ
る
よ
う
に
す

る
。

大雪のため、早朝や夜間も除雪

質質質質質質質質質質質質質質疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑質疑　　

ああああああああああああああれれれれれれれれれれれれれれここここここここここここここあれこれれれれれれれれれれれれれれれ
３月議会に上程された議案の中から主な

質疑を要約してお知らせします。

路線拡大が望まれる
コミュニティバス
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◆
民
生
文
教
委
員
会
◆

問　

障
が
い
児
タ
イ
ム
ケ
ア
事

業
が
実
施
さ
れ
る
が
池
田
ふ

れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
設
置
条
例
の
必
要
は
な
い

の
か
。

答　

旧
ふ
れ
愛
の
家
で
あ
る
池

田
町
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
は
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
一
部
で
あ
り
、
そ
の
中
に

含
ま
れ
て
い
る
の
で
制
定
の

必
要
は
な
い
。

　
問　

八
幡
小
学
校
改
築
事
業
基

本
構
想
の
内
容
は
。

答　

検
討
委
員
会
で
多
く
の
案

を
比
較
・
検
討
し
た
が
、
最

終
的
に
は
現
在
の
位
置
で
の

建
て
替
え
と
な
っ
た
。
限
ら

れ
た
敷
地
を
有
効
に
利
用
す

る
た
め
測
量
調
査
を
す
る
。

　
問　

安
心
子
ど
も
基
金
事
業
で

購
入
の
管
理
用
備
品
の
内
容

は
。

答　

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

開
始
に
伴
い
、
池
田
ふ
れ
あ

い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
、

お
も
ち
ゃ
等
の
殺
菌
用
の
も

の
を
２
点
購
入
す
る
。

問　

福
祉
フ
ァ
ッ
ク
ス
保
守
管

理
委
託
料
の
内
容
は
。

答　

役
場
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

消
防
署
、
民
生
児
童
委
員
宅

に
設
置
し
て
い
る
。
民
生
委

員　

名
の
内　

名
が
交
代
の

４０

２０

た
め
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
取
り

外
し
、
清
掃
、
テ
ス
ト
、
移

転
、
取
り
付
け
を
す
る
も
の
。

問　

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

は
、
他
市
町
か
ら
の
受
け
入

れ
も
出
来
る
の
か
。

答　

関
係
機
関
と
協
議
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
が
、
利
用
者

負
担
金
を
い
た
だ
き
、
他
市

町
の
子
ど
も
も
受
け
入
れ
た

い
。
こ
の
事
業
に
つ
い
て
病

院
で
な
く
公
共
施
設
で
実
施

す
る
の
は
池
田
町
が
初
め
て
。

問　

ワ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

事
業
の
内
容
は
。

答　

生
活
習
慣
病
予
防
な
ど
健

康
に
留
意
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
登
録

し
、
定
期
的
に
個
人
デ
ー
タ

を
と
り
、
数
値
目
標
を
も
っ

て
歩
い
て
も
ら
う
も
の
。

　
問　

外
国
語
活
動
推
進
事
業
に

つ
い
て
、
英
語
教
育
の
効
果

は
。

答　

小
学
校
全
学
年
を
対
象
の

年
間
指
導
計
画
の
作
成
の
段

階
。
基
本
的
に
は
、
小
学
生

で
は
英
語
に
慣
れ
親
し
み
、

楽
し
く
学
ぶ
こ
と
を
主
眼
に

お
き
、
中
学
校
で
の
英
語
教

育
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
補
助
金
の
内
容
は
。

答　

太
陽
光
発
電
普
及
拡
大
セ

ン
タ
ー
の
１　

当
た
り
７
万

kw

円
、
上
限　

万
円
の
補
助
金

２８

に
、
町
と
し
て
１　

当
た
り

kw

３
万
円
、
上
限　

万
円
を
上

１２

乗
せ
す
る
も
の
。

問　

池
田
小
体
育
館
の
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
コ
ー
ト
を
３
面
か
ら

４
面
に
す
る
の
に　

万
円
。

３３０

昨
年
行
わ
れ
た
改
修
工
事
の

時
に
ど
う
し
て
行
わ
な
か
っ

た
の
か
。

答　

社
会
教
育
課
と
学
校
教
育

課
の
連
携
が
と
れ
ず
大
変
申

し
訳
な
い
。

問　

新
た
に
始
ま
っ
た　

時
間

２４

対
応
の
定
期
巡
回
、
随
時
対

応
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
地
域
支

援
事
業
の
関
連
は
。

答　

制
度
外
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

と
の
関
連
も
あ
る
の
で
、
平

成　

年
度
の
介
護
保
険
制
度

２４
改
正
に
向
け
、
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
実
施
・
検
証
し
て
い

く
。

問　
　

月　

日
か
ら　

日
ま
で

１１

１８

２０

開
催
さ
れ
る
「
ぎ
ふ
清
流
国

体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
」
の
内

容
は
。

答　

競
技
運
営
に
つ
い
て
本
番

を
想
定
し
て
開
催
す
る
も
の
。

国
体
開
催
の
際
は
、
民
泊
も

含
め
各
自
治
会
の
全
面
的
な

ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
。

池田ふれあいサポートセンター内
（旧ふれ愛の家）

補助金交付申請書

補助金交付決定通知書

変更・中止・廃止承認申請書

変更・中止・廃止決定通知書

補助金実績報告書

現場確認

補助金交付請求書、補助金交付

住宅用太陽光発電システム設置整備事業
補助金の流れ（池田町）
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町　

長 

　

進
出
企
業
の
意
見
は
ま
だ
聞
い

て
い
な
い
。
今
後
は
意
向
を
聞
き

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　

光
ユ
ー
ザ
ー
獲
得
の
た
め
に
自

治
体
と
し
て
出
来
る
推
進
施
策
と

し
て
何
が
あ
る
と
考
え
る
か
。

 
町　

長 

　

池
田
町
の
事
情
を
企
業
に
説
明

し
て
理
解
を
得
る
と
こ
ろ
か
ら

や
っ
て
い
き
た
い
。

　

ネ
ッ
ト
と
電
話
と
テ
レ
ビ
を
一

体
と
し
た
フ
レ
ッ
ツ
光
な
ど
高
速

通
信
網
の
整
備
を
望
む
住
民
の
声

が
高
い
が
、
関
連
企
業
に
働
き
か

け
を
し
て
い
る
の
か
。

 
町　

長 

　

ネ
ッ
ト
で
の
通
販
な
ど
は
、
今

や
生
活
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
。

エ
リ
ア
の
担
当
に
導
入
の
お
願
い

を
し
て
い
る
が
費
用
の
問
題
で
進

ん
で
い
な
い
。
今
後
は
決
定
権
の

あ
る
本
社
に
直
接
お
願
い
す
る
。

　

光
高
速
通
信
網
の
整
備
は
、
自

治
体
と
し
て
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
高

め
る
こ
と
に
繋
が
り
、
企
業
進
出

に
も
プ
ラ
ス
の
効
果
が
出
て
く
る

と
考
え
る
が
。

　

特
産
品
を
使
用
し
商
品
開
発
を

行
い
、
積
極
的
に
メ
デ
ィ
ア
に
訴

え
て
い
く
こ
と
は
町
の
Ｐ
Ｒ
に
な

る
。
道
の
駅
オ
ー
プ
ン
、
飛
騨
美

濃
自
慢
の
原
石
に
指
定
さ
れ
た
池

田
山
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
の
整
備
と

並
行
し
て
、
ス
イ
ー
ツ
を
テ
ー
マ

に
ソ
フ
ト
面
の
開
発
及
び
広
報
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

 
町　

長 

　

Ｂ
─
１
グ
ル
メ
へ
の
参
加
は
難

し
い
が
、
町
内
の
団
体
の
意
見
を

取
り
入
れ
て
池
田
町
な
り
の
Ｐ
Ｒ

に
取
り
組
む
。
道
の
駅
が
き
っ
か

け
に
進
ん
で
い
く
と
思
う
。

　

商
品
開
発
に
は
、
官
民
学
が
一

体
と
な
り
戦
略
的
に
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
。

 
町　

長 

　

岐
阜
農
林
高
と
の
特
産
品
開
発

が
商
品
化
の
可
能
性
が
あ
る
。
昨

年
４
月
か
ら
職
員
に
よ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
で
き
て
い
る

の
で
、
グ
ラ
ン
プ
リ
や
料
理
コ
ン

テ
ス
ト
も
含
め
考
え
て
行
き
た
い
。

そ
の
た
め
の
組
織
も
検
討
す
る
。

観
光
立
町
を
目
指
し
、

 
「
池
田
グ
ル
メ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
戦
略
的
構
築
に
つ
い
て

牧村範康 議員

光ネットワークの推進について
自治体としてのステータス向上を目指せ！

さ
ら
に
安
心
し
て
子
育
て
が

　
　
　
　

で
き
る
施
策
の
導
入
を

子
育
て
タ
ク
シ
ー
の
導
入
に
つ
い
て

　

県
の
補
助
金
を
活
用
し
、
町
内

業
者
に
働
き
か
け
、
か
つ
妊
婦
さ

ん
や
乳
幼
児
を
も
つ
世
帯
に
、
通

院
・
検
診
の
タ
ク
シ
ー
料
金
を
還

付
す
る
条
例
整
備
は
検
討
で
き
な

い
か
。

 
町　

長 

　

町
内
タ
ク
シ
ー
業
者
へ
子
育
て

タ
ク
シ
ー
の
養
成
を
お
願
い
し
た
。

子
供
手
当
が
基
金
と
し
て
使
え
れ

ば
可
能
だ
が
、
現
状
で
は
配
偶
者

や
家
族
が
支
援
す
る
こ
と
が
妥
当

だ
と
考
え
る
。
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土
地
の
境
界
や
所
有
者
を
確
定

す
る
地
籍
調
査
が
し
て
あ
れ
ば
、

土
地
の
売
買
や
災
害
時
な
ど
大
助

か
り
だ
。
費
用
は
国
が
９
割
、

県
・
町
が
各
５
％
で
で
き
る
が
、

池
田
町
も
事
業
を
始
め
て　

年
、

１０

現
状
と
予
定
は
。

 
町　

長 

　

池
田
町
の
農
地
以
外
の
平
地
を

毎
年　
 
㎢ 
位
実
施
中
。
終
わ
る
ま

０.３

で
に
ま
だ　

年
か
か
る
。
宮
地
・

30

西
地
区
に
平
成　

年
ま
で
か
か
る
。

31

メ
リ
ッ
ト
の
多
い
事
業
な
の
で
何

と
か
早
く
や
り
た
い
。

窪田弘子 議員

住民参加の町づくりとは？

　

町
長
は
当
選
直
後
、「
町
民
に

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
も
ら
う

事
」
が
課
題
だ
と
申
さ
れ
て
い
る

が
、
ど
う
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

 
町　

長 

　

地
域
の
人
と
一
緒
に
何
か
や
っ

て
行
き
た
い
と
い
う
新
住
民
の
方

な
ど
へ
の
、
情
報
提
供
が
少
な

か
っ
た
か
と
反
省
し
て
い
る
。
国

の
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
」
や
各
地
の
お
祭
り
は
住
民

参
加
の
い
い
例
だ
。
今
年
作
る
自

治
基
本
条
例
の
審
議
会
に
は
公
募

の
委
員
も
入
っ
て
も
ら
う
。

　

民
間
で
は
成
果
の
上
が
っ
て
い

る
ア
イ
デ
ィ
ア
競
争
を
、
役
場
で

も
し
て
も
ら
っ
て
、
職
員
の
町
づ

く
り
へ
の
参
加
・
事
務
の
改
善
を
、

見
え
る
形
で
や
っ
た
ら
ど
う
か
。

職
員
の
や
る
気
も
出
る
し
、
町
民

の
信
頼
感
も
増
す
。

 
町　

長 

　

職
員
は
日
々
改
善
に
取
り
組
み
、

そ
れ
は
私
も
評
価
し
て
い
る
。
い

い
も
の
で
あ
れ
ば
公
表
し
た
り
、

表
彰
し
た
り
、
何
ら
か
の
昇
給
手

当
も
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

池
田
山
ふ
れ
あ
い
街
道
か
ら
温

泉
付
近
を
対
象
に
、
景
観
条
例
を
作

ら
れ
た
い
。
看
板
が
乱
立
し
な
い

よ
う
に
。
あ
の
絶
景
が
さ
え
ぎ
ら

れ
る
よ
う
な
、
高
い
物
は
建
て
な
い

よ
う
に
。
さ
ら
に
は
景
観
に
寄
与

す
る
よ
う
な
木
造
の
家
の
新
築
に

は
、
褒
美
を
出
し
た
ら
ど
う
か
。

観
光
地
を
め
ざ
し
景
観
条
例
を

 
町　

長 

　

ふ
れ
あ
い
街
道
か
ら
上
は
国
・

県
の
公
園
で
規
制
が
か
か
る
。
県

内
で
も　

市
１
村
に
景
観
条
例
が

１１

あ
り
、
当
町
も
検
討
が
必
要
だ
。

　

ふ
れ
あ
い
街
道
ぞ
い
の
耕
作
放

棄
地
は
町
が
仲
立
ち
し
て
売
る
な

り
貸
す
な
り
し
て
広
葉
樹
な
ど
を

植
え
た
ら
、コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
い

い
風
景
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

 
町　

長 

　

土
地
を
有
効
に
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
方
に
使
っ
て
も
ら
う
よ
う
、

粘
り
強
く
取
り
組
む
。

景観条例を定め、看板規制などしていい風景に。

地
籍
調
査
、

今
後
の
見
通
し
は

池田町地積調査実施状況

池田山を含め白地の所はまだこれから。
３０年はかかる。
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竹中芳弘 議員

道路整備計画は

　

国
道
４
１
７
号
線
は
、
信
号
の

多
さ
や
、
交
通
量
、
片
側
１
車
線
、

曲
が
り
の
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

国
道
の
機
能
に
欠
け
て
い
る
。
今

便
利
な
こ
と
か
ら
、
西
幹
線
道
路

の
利
用
が
急
速
に
増
え
て
い
る
。

し
か
し
片
山
北
の
集
落
内
道
路
は
、

見
通
し
が
悪
く
、
狭
く
て
危
険
だ
。

「
道
の
駅
池
田
温
泉
」
付
近
か
、
ふ

れ
あ
い
街
道
か
ら
の
道
路
計
画
は

出
来
な
い
か
。

 
町　

長 

　

都
市
計
画
の
街
路
事
業
と
し
て

指
定
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。
政

権
交
代
や
、
県
の
財
政
も
厳
し
い

中
、
道
路
関
係
の
予
算
が
非
常
に

少
な
く
な
っ
て
い
る
。
時
間
の
か

か
る
問
題
だ
が
、
県
と
調
整
し
て

進
め
て
い
く
。

　

ふ
れ
あ
い
街
道
に
大
型
観
光
バ

ス
を
通
し
て
、
観
光
に
力
を
入
れ

る
考
え
で
す
が
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
・
ハ
イ
キ
ン
グ
で
利
用
す
る
人

も
あ
る
。
歩
道
や
展
望
台
、
駐
車

場
を
設
け
る
考
え
は
あ
る
か
。

 
町　

長 

　

昭
和　

年
農
林
省
予
算
を
も
ら

４３

い
、
農
道
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
全

長
で　

㎞
あ
っ
て
観
光
道
路
と
し

６.３

て
県
に
調
査
し
て
も
ら
い
た
い
と

働
き
か
け
て
い
る
。
部
分
的
に
側

道
を
つ
く
っ
た
り
、
整
備
し
て
い

き
た
い
。
又
展
望
場
所
も
考
え
て

い
る
。

　

東
幹
線
道
が
次
第
に
出
来
て
き

た
。
町
長
は
、
東
地
区
で
の
企
業

誘
致
に
積
極
的
な
考
え
で
す
が
、

連
絡
道
路
は
十
分
な
巾
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

町　

長 

　

都
市
計
画
の
街
路
事
業
計
画
に

入
っ
て
い
る
。
ゲ
ン
キ
ー
の
所
か

ら
東
へ
幹
線
部
分
に
歩
道
を
考
え

た
い
。
短
時
間
で
東
海
環
状
に
入

れ
る
道
路
計
画
が
必
要
だ
。

狭く、曲がりくねって危険（片山北）

ハ
リ
ヨ
を
池
田
町
の
魚
に

再
度
問
う

　

昭
和　

年
清
水
池
一
帯
の
ハ
リ

４１

ヨ
が
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
た
。
絶
滅
希
少
生
物
と
し
て
区

民
一
体
と
な
っ
て
、
清
掃
や
水
環

境
の
保
全
に
努
め
て
い
る
。
町
民

に
関
心
と
、
誇
り
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
に
町
の
魚
と
し
て
の
制
度

を
望
む
。

 
町　

長 

　

池
田
町
は
山
桜
を
町
の
木
に
、

花
は
お
茶
の
花
と
昭
和　

年
に
、

４８

一
般
公
募
し
て
決
め
た
。
今
後
環

境
条
例
作
成
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、

一
般
公
募
し
て
、
決
め
た
い
。
来

年
の
国
体
で
全
国
に
P
R
出
来
た

ら
い
い
。

営巣作りと汚土撤去（中川）
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池
田
町
は　

％
の
山
地
を
擁
し
、

４１

　

の
砂
防
河
川
、
南
北
に
国
道
が
、

１４ま
た
一
級
河
川
の
杭
瀬
川
が
南
下

し
て
い
る
。
こ
の
川
も
洪
水
に

よ
っ
て
、
雑
木
の
種
や
枝
が
流
れ

着
く
。
生
長
も
早
い
。
台
風
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
る
迄
に
雑
木
の
伐
採
、

浚 

作
業
の
実
施
を
。

　

異
常
出
水
対
策
の
内
、
河
川
維

持
修
繕
事
業
で
対
応
、
堤
防
の
内

側
、
腰
か
ら
肩
ま
で
の
補
強
工
事

を
順
次
実
施
さ
れ
た
い
。
外
来
種

の
ヌ
ー
ト
リ
ア
、
住
む
所
も
な
く

な
る
。
一
石
二
鳥
だ
。

　

昔
捕
獲
す
る
と
報
奨
金
が
出
た

が
、
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

　

河
川
へ
の
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が

往
々
に
し
て
見
ら
れ
る
。
山
の
中

も
同
様
、
対
応
は
い
か
が
か
。

 
町　

長 

　

砂
防
河
川
を
含
め
て
河
川
管
理

は
大
切
な
も
の
と
認
識
、
災
害
が

あ
る
と
下
流
地
域
へ
の
負
担
、
上

流
地
域
の
防
災
上
の
問
題
等
、
国
、

県
の
方
へ
継
続
的
に
お
願
い
し
て

行
く
。
ま
た
、
同
時
に
南
部
地
域

に
お
け
る
杭
瀬
川
を
始
め
、
他
の

一
級
河
川
の
中
に
草
、
雑
木
が
生

い
茂
っ
て
い
る
事
実
も
承
知
。
毎

年
、
県
土
木
へ
申
請
し
、
浚 
等
に

つ
い
て
は
、
泥
の
置
場
の
確
保
が

出
来
れ
ば
、
予
算
化
も
可
能
だ
。

護
岸
工
事
も
継
続
し
て
実
施
す
る
。

　

捕
獲
に
つ
い
て
、
有
資
格
者
に

許
可
を
出
し
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

　

河
川
関
係
の
ゴ
ミ
処
理
の
状
況

で
す
が
、
中
学
生
を
含
め
ク
リ
ー

ン
カ
ム
バ
ッ
ク
、
町
と
し
て
実
施

し
た
り
、
区
長
を
中
心
に
自
然
保

坂口　博 議員

河川管理について

護
委
員
協
力
の
も
と
実
施
し
て
い

る
が
、
な
か
な
か
成
果
が
上
が
り

ま
せ
ん
。
住
民
の
方
の
モ
ラ
ル
の

問
題
、
先
の
子
供
議
会
に
お
い
て

も
２
、
３
人
か
ら
質
問
が
あ
り
、

子
供
の
目
か
ら
見
て
も
良
く
な
い

状
況
で
す
。
今
後
そ
う
い
っ
た
面

で
の
会
話
を
進
め
て
行
き
た
い
。

　

池
田
町
と
し
て
河
川
と
向
き

合
っ
て
防
災
上
、
あ
る
い
は
下
流

の
地
域
に
住
ん
で
見
え
る
皆
さ
ん

方
に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
対
策
も
進
め
、
県
へ
継
続
的
に

要
望
し
て
い
き
た
い
。雑木が茂る杭瀬川（中川橋付近）
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と
し
て
整
備
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
池
田
山
に
は
、
山
麓
も
含

め
て
観
光
の
拠
点
と
な
る
も
の
が

あ
る
の
で
、
そ
れ
を
含
め
て
山
頂

へ
の
ル
ー
ト
を
周
回
す
る
よ
う
な

形
で
考
え
た
い
。
池
田
山
は
池
田

町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
岐
阜
県

の
飛
騨
、
美
濃
観
光
「
自
慢
の
原

石
」
に
選
ば
れ
て
お
り
、
今
後
は
、

池
田
町
の
「
宝
」
と
な
る
よ
う
に

し
た
い
。

　

池
田
山
は
観
光
、
健
康
、
環
境

な
ど
い
ろ
ん
な
面
で
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
。

 
町　

長 

　

従
来
か
ら
の
観
光
名
所
に
加

え
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
の
観

光
農
園
、
歴
史
的
に
価
値
あ
る

場
所
の
発
掘
、
子
供
た
ち
の
学

習
の
場
と
し
て
の
整
備
な
ど
、

新
た
な
拠
点
と
な
る
箇
所
の
中

で
、
一
体
的
に
整
備
で
き
な
い

か
と
考
え
る
。
池
田
山
に
対
す

る
夢
を
持
ち
な
が
ら
、
多
く
の

方
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

方
策
を
立
て
た
い
。

　

桜
や
も
み
じ
な
ど
の
観
賞
用
の

樹
木
を
将
来
を
見
据
え
て
植
栽
す

る
中
、
霞
間
ヶ
渓
や
、
大
津
谷
の

山
麓
か
ら
山
頂
、
さ
ら
に
は
山
頂

か
ら
山
麓
へ
戻
る
遊
歩
道
を
整
備

す
る
こ
と
に
よ
り
、
春
は
花
見
、

夏
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
川
遊
び
、

秋
は
紅
葉
、
冬
は
登
山
の
名
所
と

な
り
、
池
田
山
及
び
ふ
れ
あ
い
街

道
一
帯
が
四
季
を
通
じ
て
の
観
光

名
所
と
な
ら
な
い
か
。

 
町　

長 

　

山
道
、
作
業
道
や
林
道
を
つ
な

げ
て
池
田
山
を
周
回
す
る
遊
歩
道

　

道
の
駅
に
は
い
ろ
い
ろ
な
役
割

が
あ
り
、
期
待
も
大
き
い
が
、

ト
ー
タ
ル
的
に
管
理
す
る
体
制
は

で
き
て
い
る
の
か
。

 
町　

長 

　

駅
長
を
公
募
す
る
な
か
、
道
の

駅
設
置
条
例
の
制
定
、
定
期
的
に

開
催
す
る
運
営
協
議
会
の
設
置
、

関
係
機
関
の
連
絡
調
整
体
制
の
確

立
を
し
た
い
。
ま
た
、
池
田
温
泉

の
一
角
に
駅
長
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

し
、
池
田
温
泉
と
道
の
駅
が
連
携

し
て
運
営
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　

情
報
発
信
基
地
と
し
て
の
考
え

方
は

 
町　

長 

　

池
田
温
泉
や
道
の
駅
で

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な

ど
し
て
、
特
産
品
の
販
売

と
共
に
、
郷
土
芸
能
の
発

表
も
し
て
も
ら
う
。
ま
た

町
内
を
散
策
す
る
コ
ー
ス

の
設
定
、
レ
ン
タ
ル
サ
イ

ク
ル
を
置
く
な
ど
、
町
内

全
体
を
見
て
回
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
。

道
の
駅
池
田
温
泉
の
管
理
体
制
は

土川　博 議員

観光資源としての池田山とは

将来的に池田町の上高地？（大津谷公園）
延長が望まれる遊歩道

建設中の“道の駅池田温泉”販売ブース
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平
成　

年
秋
か
ら
八
幡
小
学
校

２４

の
改
築
が
始
ま
り
工
事
中
は
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
使
え
な
い
。
南
部
公
園

は
水
位
が
高
く
排
水
が
悪
い
た
め

使
え
な
い
日
が
多
い
。
南
側
の
部

分
を
削
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
少
し

か
さ
上
げ
し
勾
配
を
つ
け
ら
れ
た

い
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
利
用
が
少

な
い
、
ど
こ
に
原
因
が
あ
る
の
か
。

 
町　

長 

　

昨
年
か
ら
排
水
の
溝

を
２
本
つ
く
り
水
が
早

く
引
く
よ
う
に
な
っ
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
水
た
ま

り
は
砂
で
補
修
し
な
が

ら
対
応
し
た
い
。
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
利
用
が
少

な
い
の
は
貸
し
借
り
で

総
合
体
育
館
ま
で
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

ら
と
考
え
る
。
改
善
し

た
い
。

た
め
、
業
者
も
大
歓
迎
。
経
済
波

及
効
果
も
十
数
倍
と
大
き
い
。

 
町　

長 

　

耐
震
補
強
が
進
ま
な
い
の
は
、

古
い
住
宅
は
基
礎
を
全
部
や
り
直

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
。

　

住
宅
の
玄
関
先
や
ト
イ
レ
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
は
必
要
と
考
え
ら

れ
る
が
、
他
市
町
の
制
度
も
研
究

し
慎
重
に
対
応
し
た
い
。

野網義一 議員　

　

政
府
は
現
在
の
公
的
保
育
制
度

を
解
体
し
、
平
成　

年
度
か
ら「
子

２５

ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
の

導
入
を
計
画
し
て
い
る
。「
新
シ

ス
テ
ム
」は
、
待
機
児
童
の
解
消
と

既
存
の
社
会
資
本
の
有
効
活
用
を

う
た
い
、
幼
児
教
育
、
保
育
の
総

合
的
な
提
供
（
幼
保
一
元
化
＝
こ

ど
も
園
）
を
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

　

介
護
保
険
が
シ
ル
バ
ー
産
業
化

し
た
よ
う
に
、
今
度
は
子
育
て
の

分
野
で
の
産
業
化
が
心
配
さ
れ
る
。

①
基
準
緩
和
で
保
育
の
質
が
低
下
。

②
町
の
保
育
義
務
が
消
滅
し
、
保

育
時
間
の
認
定
だ
け
を
行
う
③
各

種
オ
プ
シ
ョ
ン
や
認
定
時
間
外
で

保
護
者
へ
は
負
担
増
④
人
件
費
の

抑
制
の
た
め
保
育
士
の
パ
ー
ト
化

な
ど
保
育
労
働
条
件
の
悪
化
な
ど

心
配
さ
れ
て
い
る
。

　

保
護
者
は
こ
ど
も
園
と
直
接
契

約
す
る
こ
と
に
な
り
、
待
機
児
童

の
把
握
は
で
き
な
く
な
る
。

 
町　

長 

　

そ
れ
で
待
機
児
童
が
解
消
さ
れ

る
と
は
思
わ
な
い
。
新
シ
ス
テ
ム

に
疑
問
を
抱
い
て
い
る
。
町
は
す

で
に
幼
保
一
元
化
を
し
て
い
る
。

平
成　

年
度
ス
タ
ー
ト
で
給
付
金

２５

制
度
に
変
わ
る
よ
う
だ
。

　

東
海
地
方
も
い
つ
大
地
震
が
来

て
も
お
か
し
く
な
い
の
に
住
宅
の

耐
震
補
強
が
一
向
に
進
ま
な
い
。

ま
た
、
下
水
道
も
池
野
市
街
地
に

入
り
、
加
入
率
が　

％
を
割
っ
た
。

８０

高
齢
化
に
伴
う
住
宅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
な
ど
需
要
は
大
き
い
。

　

全
国
で
約
一
割
の
自
治
体
が
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
を
実
施
。
助

成
額
は
別
表
の
と
お
り
。
工
事
は

町
内
の
業
者
に
限
定
さ
れ
て
い
る

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
助
成
で
安
全
・

快
適
な
住
環
境
と
地
域
活
性
化
を
！

南
部
公
園
の

有
効
活
用
を

補助限度額
（万円）

補助率
（％）

工事費
（万円以上）開始時期自治体名

１０１０５０２０１０.４.１可 児 市
５０３３１０２０１０.１１.１飛 騨 市
１０１０２０２０１１.１.１美濃加茂市
３０２０５０２０１１.２.１郡 上 市
１０２０２０２０１１.４.１養 老 町
１０１０１０２０１１.４.１恵 那 市
５５５０２０１１.４.１揖斐川町
１０１０２０２０１１.４.１羽 島 市
３０１５ １０２０１０.８.１６

近江八幡市
３０５０３７０歳～.障がい者

※養老町は地域振興券（１０万円分）近江八幡市は弱者に配慮がさ
れている。

県内市町の住宅リフォーム助成状況と
近江八幡市

子ども・子育て新システム
＝保育の産業化

公的保育の解体・保育の質の低下が心配

新設された松戸排水の樋門
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寄
付
行
為
の
禁
止

　

議
員
は
お
祭
り
へ
の
寄
付
や
町
内
会
の
催
し
物
へ

差
し
入
れ
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

き
ら
り

き
ら
り

　がんばっている町民の方を紹介します。

　今回は、養基地区で粕川大鼓踊り保存会の発足

から中心になって活動してこられた、細野勝さん

（沓井）へのインタビューです。

１．粕川大鼓踊りの由来は？
　粕川太鼓踊り保存会のきっかけは、教如上人
と、その父親の顕如上人をたたえた春日地区伝
統の手踊りで４００年の歴史があるが、担い手の高
齢化などから継承が困難な状況でした。そんな
中、養基地区や、池田町には大勢の春日出身の住
民がおられますので、この人たちに呼びかけて
伝統を後世に残そうと１４年前に発足しました。

２．いまどんな活動をしておられますか。
　メンバーは現在高齢化が進んでおりますが、
池田町、揖斐川町で三十数名が毎月第２木曜日
夜八時から１時間半、養基公民館で練習してお
ります。
　発表の場として、熊野神社（沓井）祭礼の奉納
踊り、養基公民館の文化祭、池田町のふるさと祭
りなどに参加させていただいています。

３．これからどんな方向を目指しますか。
　メンバーの高齢化の中で、地域の子ども達に
も働きかけ、この地域の伝統芸能につながれば
ありがたいことです。
　会員のモットーは、楽しく踊り喜びのもてる
交流が出来れば最高です。

（遠藤和雄）

　

新
年
度
に
な
り
編
集
委
員
会
も
新
し
い
メ
ン
バ
ー
に
代
わ
っ
た
。
東

日
本
大
震
災
が
発
生
し
て
一
カ
月
が
経
つ
。
死
者
が
一
万
三
千
人
を
超

え
、
行
方
不
明
者
は
一
万
四
千
人
以
上
。
震
度
４
以
上
の
余
震
も
多
発

し
落
ち
着
か
な
い
。
お
ま
け
に
福
島
原
発
の
放
射
能
汚
染
。
地
震
の
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
や
津
波
警
報
が
瞬
時
に
発
表
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず

こ
ん
な
に
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。
ど
こ
に
原
因
が
あ
る
の
か
。
ま

た
、
原
発
の
被
害
は
、
当
初
は
「
た
い
し
た
事
な
い
」
と
言
っ
て
い
た

の
に
、
今
で
は
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
原
発
事
故
と
同
じ

レ
ベ
ル
７
。
こ
こ
に
は
二

つ
の
問
題
が
あ
る
。
一
つ

は
情
報
を
提
供
し
て
い
た

に
も
関
わ
ら
ず
受
け
取
ら

れ
な
か
っ
た
事
、
も
う
一

つ
は
、
正
し
い
情
報
を
伝

え
な
か
っ
た
事
。
住
民
参

画
・
協
同
の
ま
ち
づ
く
り

に
と
っ
て
貴
重
な
教
訓
と

な
っ
た
。
広
報
編
集
委
員

会
と
し
て
情
報
公
開
に
努

め
ま
す
。

（
野
網
義
一
）

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

寄
付
行
為
の
禁
止

寄
付
行
為
の
禁
止

　

議
員
は
お
祭
り
へ
の
寄
付
や
町
内
会
の
催
し
物
へ

差
し
入
れ
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

議
員
は
お
祭
り
へ
の
寄
付
や
町
内
会
の
催
し
物
へ

差
し
入
れ
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

土川　博 遠藤和雄
窪田弘子 野網義一 坂口　博


